
 

県立大学のあり方検討会報告書             平成１５年３月（福島県） 
「県民の期待に応える県立大学としてさらに飛躍するために」〈概要〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・社会経済情勢の複雑化、長引く経済の低迷、高齢化社会の到来→大学に対する期待の増大 
・少子化の進展による大学全入時代の到来、学生のニーズの多様化→大学間競争の激化 
・『大学(国立大学)の構造改革の方針』→大学改革の動きの急速化 
・厳しい地方行財政の環境、効率的な行政運営の要請→組織・体質の不断の改革の必要性 

◆２１世紀に飛躍する「ともにつくる美しいふくしま」の実現◆ 
・「人」づくりの中核機関としての役割 
・「くらし」を支える重要な機関としての役割 
・「産業」を支援する高度な知的機関としての役割 
・生涯学習や初等中等教育等に対する積極的な支援 
・県民のニーズを反映できる運営 
・より効率的で透明性がある力強い組織編成 

 
～基本方針～ 

「人づくりの中核としてより高度な教育と 
      知の創造へ貢献する研究を実践する大学」 
「くらしと産業を支える拠点として地域に貢献する大学」 
「厳しい競争環境を勝ち抜く力強い運営を進める大学」 

大学を取り巻く環境 

県立大学に求められるもの ～基本方針～ 

教育 
・教育課程や教育方法改善への組織的な取組の 

実施 
・厳格な成績評価の実施 
・インターンシップ制度の実施 
・海外の大学との教員、研究者の交流の推進 
・留学生の受け入れ、学生の交流システムの構築 
・教育能力の評価の検討 

研究 
・企業や試験研究機関、他大学等との連携強化 
・優れた研究者の育成、誘導・確保 
・大学院や附属施設の再編 
推進体制 
・教員の評価システムや研究費などの 

あり方の検討 
・「講座」など教育研究組織のあり方の検討 
入学者の選抜と卒業後の進路 
・ＡＯ入試、推薦入試、編入学制度の実施 
・優秀な入学者、県内出身の入学者をさらに 

増やせる入学者選抜システムの構築 
・卒業生の県内定着率を高めるシステムの構築 

地域との関わり 
・地域に根ざした大学としての認識強化 
・地域ニーズの的確な把握と大学活動への反映 
・活動状況等の積極的な情報公開 
地域医療等との連携 
・地域の医療や福祉を担う優れた人材の育成 
・県内の医療従事者を対象とする研修機能の充実 
・優秀な医師、看護師等の県内医療機関への派遣や定着化
・遠隔医療などによる支援強化 
・救急医療や災害時医療に関する機能の充実 

産学連携 
・人材や研究成果のデータベース化の推進 
・企業等とのコーディネート機能や技術移転の強化 
・産学連携プロジェクトなどの積極的な利活用 
・産業界と大学間の人材交流の活性化 
・新事業創出を担う企業家精神を持つ人材の育成 

初等中等教育等への支援 
・中高生を対象とする公開講座や体験活動の充実 
・教員を対象とする研修やリフレッシュ教育等の充実 
・障害児教育のＩＴ化への支援 
・生涯学習（県民カレッジ）への支援 

目標、評価 
・目標の明確化と達成のためのシステムの構築 
・地域貢献の視点からの評価 
・学生や外部機関による評価等の積極的な実施 
・目標や評価結果等の積極的な公開 

人事、組織、運営体制 
・戦略的でスピード感のある柔軟な活動ができ

る体制の構築 
・外部意見等を反映できるシステムの構築 
・教員の評価と任期制の導入 
・事務職員の専門性を高める方策 財政・会計制度 

・民間的な経営意識の醸成 
・効率的で柔軟な予算の執行システムの構築 
・外部資金の積極的導入と透明性のある執行等

が確保できるシステムの構築 
法人制度 
・国立大学や法整備の動向等を踏まえ早急に検討

教育研究 地域貢献 

大学運営 

基本的方向（検討課題等）


